
MLBの歴史
1860年代前半 報酬を目的としてプレーするプロが登場

1868 プロ選手規定が正式に制定
1869 Cincinatti Red Stockings（初のプロ選手のみで構成されたチーム）
1871 National Association（最初のプロリーグ） ５年間で破綻
1976 National League（最初のメジャーリーグ）
1882 American Association
1884 Union Association １年で解散
1890 Players League １年で解散
1991 American Association解散 → １リーグ制に

1900 １２球団 → ８球団 （Baltimore, Cleveland, Louisville, Washington DC）
Western League(マイナーリーグ)がAmerican Leagueと改称

1901 American LeagueがMajor League宣言 （National Leagueが容認） → World Series
1946 Brooklyn Dodgersがジャッキー・ロビンソンと契約
1994 ３地区制の導入 長期ストライキ マイケル・ジョーダン
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Baltimore Orioles
1901 ミルウｵーキー・ブリュワーズ
1902 セントルイス・ブラウンズ
1951 新オーナー ビック・ベック

1954 ボルチモアのクラレンス・マイルズと
ジェリー・ホフバーガーを代表とする資産家

グループにブラウンズを売却

本拠地をボルティモアへ Baltimore Orioles
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ボルティモアむくどりもどき
(州鳥)



Boston Red Sox
1983  Western Leagueの球団としてToledo,Ohioに誕生
1900  American League発足と同時に本拠地をBostonに移す
愛称

1901年の球団創立当初はアメリカンズ
1902年からの2年がソマーセッツ
1904年からの3年間がピルグリムス
他にもピューリタンズやプリモスロックスなど

1912 Fenway Park開場
1914 George Herman Ruth, Jr.入団
1920 経営難にあえいでいたレッドソックスは、12万5千ドルの金銭と

30万ドル以上の負債の肩代わりをすることを条件に、
ベーブ・ルースをニューヨーク・ヤンキースにトレード

2002 World Champoin 3
レッドソックス時代の
Babe Ruth

バンビーノの呪い



New York Yankees
1901  Baltimore Orioles
1903  New York Highlanders
チームがホーム球場をポロ・グラウンズに移転

“ハイランダーズ (Highlanders)” としての正当性
がなくなった事から、“ニューヨーク・ヤンキース”

と正式に名称変更

愛称：1900年代初頭からボストンの “アメリカンズ”
に対して “ヤンキース”

1910年代半、オーナーであるファーレルとデヴァリは、不仲となって
おり、加えて両者とも資金不足に陥っていた。よって、1915年初頭
に、球団はジェイコブ・ルパート大佐とティリンゴースト・ヒューストン
司令官に売却
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ヤンキース時代の
Babe Ruth

1964年シーズン終了後、CBSが、ダン・トッピングと
デル・ウェッブから1120万ドルでヤンキースを買収

1973 旧球場は取り壊され、1976年に新球場
2009 2代目となる新ヤンキー・スタジアムが開場

ロゴはニューヨーク市
警の名誉勲章が元と
なっている。これをデ
ザインしたのは、アク
セサリー等で有名なテ
ィファニー

Yankeeとは米国人の俗称で、特にニュ
ーイングランド周辺の米国人が好んで
使う。そして Yankeesは、オランダ語で
「あいつら」を意味するJan Keesが語源
だといわれている。この言葉はニューヨ
ークを開拓したオランダ人が英国人に
対して指していた一種の蔑称であった。

◎オーナー
1901年 - 1902年：不明
1903年 - 1915年： フランク・ファレル及びウイリアム・デヴァリー
1915年 - 1923年：ジェイコブ・ルパート及びティリンガスト・ヒューストン
1923年 - 1939年：ジェイコブ・ルパート
1939年 - 1945年：ジェイコブ・ルパートの相続人
1945年 - 1947年： ラリー・マックフィル、ダン・トッピング及びデル・ウェッブ
1947年 - 1964年：ダン・トッピング及びデル・ウェッブ
1964年 - 1973年： CBS
1973年 - 2008年：ジョージ・スタインブレナー
2009年 -現在：ハル・スタインブレナー

◎スポンサー
コンチネンタル航空
アディダス

◎オーナー
1901年 - 1902年：不明
1903年 - 1915年： フランク・ファレル及びウイリアム・デヴァリー
1915年 - 1923年：ジェイコブ・ルパート及びティリンガスト・ヒューストン
1923年 - 1939年：ジェイコブ・ルパート
1939年 - 1945年：ジェイコブ・ルパートの相続人
1945年 - 1947年： ラリー・マックフィル、ダン・トッピング及びデル・ウェッブ
1947年 - 1964年：ダン・トッピング及びデル・ウェッブ
1964年 - 1973年： CBS
1973年 - 2008年：ジョージ・スタインブレナー
2009年 -現在：ハル・スタインブレナー

◎スポンサー
コンチネンタル航空
アディダス



Tampa Bay Rays
1990 ドーム球場であるフロリダ・サンコースト・ドーム

（現在のトロピカーナ・フィールド）が開場

1998 Tampa Bay Devil Rays
2006 経営陣・GM・首脳陣の大幅な入れ替えを断行。

GM兼副社長には、元エリートの銀行マンで
当時28歳という若さだったアンドリュー・フリードマン

2007  Tampa Bay Rays
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トロピカーナ・フィールドでは、
珍しくカウベルを鳴らしてレイズを
応援することが恒例となっている



Toronto Blue Jays
1977 Seattleとともに設立
2000 現在の親会社であるロジャース・コミュニケーションズ

がチームを買収。2004年には本拠地のスカイドーム
をスポーツコ・インターナショナルから買収し、

ロジャース・センターに改名。

(ロジャース・センターは世界初の開閉式屋根付き球場)
2005 モントリオール・エクスポズがワシントンD.Cに

移転してからは、カナダ唯一のチーム

毎年7月1日のカナダ・デー（連邦結成記念日で国民の祝日）
には原則ホームゲーム
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アオカケス



Chicago White Sox
前身はSt. Paul Saints
1901 本拠地をシカゴに移し、メジャーリーグに加入
同時期にリーグに加盟したボストン・レッドストッキングス
（現:アトランタ・ブレーブス）に対抗して、シカゴ・ホワイト
ストッキングスと名乗る

この頃から地元紙シカゴ・トリビューンが、紙面でホワイ
トソックスと略して掲載するようになったのを機に、ホワイ
トソックスという名称が一般化した。
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1918年は6位と低迷してしまうが、翌1919年には88勝52敗で4度目のリーグ優勝を果たした。しかしこのよう
なチームの好成績とは裏腹にチーム内では低水準の給与体制に対する不満がくすぶっていた。オーナーで
あるコミスキーは選手のユニフォームの洗濯代でさえ渋ったといわれ、どの選手のユニフォームも黒ずみ、
当時のホワイトソックスは「ブラックソックス」とあだ名されていた。こうした事情を知ったシカゴの賭博師たち
は、シンシナティ・レッズとのワールドシリーズの前に、ホワイトソックスの選手たちに対して八百長試合を持
ちかけた。一塁手だったチック・ガンディルがまずこの話に乗ったといわれ、その後、シーコット、ジャクソンを
含む7人の選手が八百長に加担することとなった。



Cleveland Indians
1860 Forest City Baseball Club→1871 National Association
1879-84  Cleveland Blues
1889-99  Cleveland Spiders
1901 Cleveland Naps
1915 Cleveland Indians

本拠地であるプログレッシブ・フィールドは、2007年まで
ジェイコブス・フィールドと呼ばれていたが、

2008年に自動車保険会社のプログレッシブ社が、
16年5800万ドルでネーミングライツを獲得したことで
この名前に変更
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チームマスコットは、「ワフー酋長」という名前の、
「歯を剥き出してニヤけた赤い顔をした」インディアンキャラクターである。

このキャラクターは「人種差別的なインディアンのステレオタイプである」
として、「アメリカインディアン運動」（AIM）など多数のインディアン権利団
体・個人が、「インディアンズ」のチーム名と共に、その意匠廃絶を求めて
激しい抗議を半世紀近く行っているものである。しかし、インディアンスは
現在もこの要求に応じる姿勢を見せていない。



Detroit Tigers
1881-88  Detroit Wolverines
1896 Benet Park開場
1901 Detroit Tigers
2000 Comerica Park開場
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アメリカ大陸には虎は棲息しない。このタイ
ガースという名前は、球団発足当時の監督
が濃紺地にオレンジ（アメリカでは一般に、
虎の色は黒と黄色ではなくこの2色で表現
されることが多い）のストライプのストッキン
グを履いていて、それがトラの縞を連想さ
せた。



Kansas City Royals
1955-67  Kansas City Athletics → Aokland
1969Kansas City Royals

Royalは直接は地元カンザスシティで1899年から
毎年行われている家畜祭（品評展示会に娯楽要
素も含めたイベント）「American Royal （アメリカン・
ロイヤル）」に由来
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Minnesota Twins
1901 Washington Senators
1955 クラーク・グリフィスが亡くなると、

息子のカルヴィン・グリフィスがオーナーに就任

1961 Minnesota Twins
(州の名前を球団名にしたのはこれが初めて)

1982 老朽化したメトロポリタン・スタジアムから、
新球場メトロドームに本拠地を移す

チーム名は本拠地であるミネアポリス市とミシシッピ川対
岸のミネソタ州の州都セントポール市が「ツイン・シティー
ズ（双子都市）」と呼ばれることに由来
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1998 ツインズを敵役としたコメディ映画「メジャーリーグ3
」（正式名Major League: Back to the Minors）
が制作される。 石橋貴明



Houston Astros
1962 Houston Colt 45‘s 本拠地 Colt Stadium

(ヒューストンに存在した拳銃製造会社の
コルト・ファイヤーアームズ社の代表的な製品)

1965 Houston Astros   (NASA宇宙センターから)
アストロドーム開場 (世界初の屋内型スタジアム)

建設された背景：地元ヒューストンの高温多湿な気候と、それに伴う蚊の
大量発生が観客や選手を悩ましていたことがあげられ、これらを一挙に
解決するための画期的な方法であった。

1975 歴代で最も派手と言われる
レインボーカラーのユニフォーム

2011 マクレーンがヒューストンの実業家を中心とする投資家
グループに約6億8000万ドル（約551億円）で売却12



Los Angeles Angels of Anaheim
1961 LA Angels (アメリカンリーグの球団拡張によって誕生)
1966 California Angels (Anaheim Stadium)

(州名を冠したのはミネソタ・ツインズに続き2球団目)
1997-2005  ウォルト・ディズニー社が経営に携わっていた
2005 Angels of Anaheim 

(ヒスパニックの実業家であるアルトゥーロ・モレノが
オーナーに就任。チケット、ビールの値下げ、家族向けの

低価格帯グッズの販売などを展開)
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チームの価値も上昇し、現在は2003年当
時の買収額である約1億8000万ドルから
約3億6800万ドルほどになったといわれる
。



Oakland Athletics
1893 Philadelphia Athletics
1955 Kansas City Athletics
1968  Oakland Athletics

2006 新球場の名前がシスコ・フィールド（Cisco Field）となることが発表された。
名称はシスコシステムズとのネーミングライツ契約によるもの。契約期間は30
年で、年間400万ドル（4億7000万円）を球団に支払うことになっていた。球場建
設予定地はシスコ・システムズから購入した58万平方メートルの土地であった。
このように計画は着々と進められていたが、2009年2月24日、移転が検討され
ていた地域の住民の反対などを理由に、球団は移転中止を発表した。その2日
後の2月26日、サンノゼがアスレチックス側と移転に向けての協議を開始するこ
とが報じられた。しかし、サンノゼを含むサンタクララ郡はサンフランシスコ・ジャ
イアンツのフランチャイズ地域であるため、ジャイアンツはアスレチックスのサン
ノゼ移転反対を表明した。
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Seattle Mariners
1969 Seattle Pilots → 1970 Milwaukee Brewers
1977 Seattle Mariners  (球団名は公募)

アメリカンリーグ所属の15球団で唯一、リーグ優勝および
ワールドシリーズ進出を果たしたことの無いチーム.
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1991年、シアトルは再び地元からMLB球団を失おうとしていた。当時の球団オーナーがマリナーズをフロリダの投資家グルー
プに売却を検討していたためである。当時の球団は、チーム成績の低迷に伴う観客動員数の伸び悩みによって、慢性的な赤
字に陥っていた。この一連の動きに対して、ワシントン州の上院議員スレイド・ゴートンは球団の消失を回避すべく行動に移る。
1991年12月、スレイド・ゴートン上院議員は、任天堂米国法人であるNintendo of America（NOA）の荒川實社長に対してシアト
ル・マリナーズの買収を要請した。これを受け、翌年の1992年1月24日、任天堂の山内溥社長が任天堂本社で記者会見を開き
、シアトルの投資家グループと「ザ・ベースボール・クラブ・オブ・シアトル」を結成して、シアトル・マリナーズを1億ドルで買収す
る意向を表明。その5日後の1月29日には、シアトル・マリナーズ球団オーナーに買収を正式に申し入れた。
しかし、任天堂が球団のオーナーとなることについて、コラムニストのボブ・グリーンをはじめとした野球関係者から反対の意見
が相次いで上がった。当時のコミッショナーであるフェイ・ヴィンセントも、当初は任天堂を含むシアトルの投資家グループとの
面会を拒絶。さらに、ヴィンセントと敵対関係にあったシカゴ・ホワイトソックスのオーナー、ジェリー・ラインズドルフとの権力争
いにも巻き込まれ、交渉は困難を極めた。
4月3日になり、球団オーナーと売買契約書に調印したが、4月8日に行われたメジャーリーグ・オーナーシップ委員会の会議で、
買収の承認は保留された。4月30日に行われた会議でも、買収の承認は再び保留された。買収が満場一致で承認されたのは
、契約書に調印してから2ヵ月後の6月9日のことであった。それから2日後の6月11日には「ザ・ベースボール・クラブ・オブ・シア
トル」によるシアトル・マリナーズの買収が全オーナー会議でも正式に承認された。
こうして、マリナーズはシアトルからの消滅を免れた。

2004年8月までは、任天堂の山内溥前社長がチームの共同所有者の一
人として名前を連ねていた。現在は、任天堂の米国法人であるNintendo 
of America（NOA）が山内の出資持ち分全てを買い取り、筆頭オーナーと
なっている。セーフコ・フィールドの一室にはオーナーとして山内の写真が
掲げてあるものの、本人は現地に赴いたことがない。また、同球団の会
長兼CEOは元NOA会長のハワード・リンカーンが務めている。



Texas Rangers
1961 2代目のWashington Senatorsとして発足
1972 Texas Rangers  (本拠地 Arlington Stadiun)
1989年4月からジョージ・W・ブッシュが共同オーナー
1994 新球場The Ball Park in Arlington

（現:Rangers Ball Park in Arlington）
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マスコットのレンジャーズ・キャプテン。
背番号「72」はチームがテキサスに移
転してきた1972年に由来



Atlanta Braves
1871 Boston Red Stocking
1876年のナショナルリーグ創設に参加したMLB最古の球団
1912 Boston Braves
1953 Milwaukee Braves
1966 Atlanta Braves
かつてはターナー・ブロードキャスティング・システム（TBS）がオーナー
企業だった。

1996年、TBSはアメリカ国内の巨大メディアグループであるタイム・ワー
ナーに買収された。地元ジョージア州を中心としたアメリカ南東部で高い
人気を誇るとともに、TBSを中心とした主催試合の全国放送が多く（その
代わり、TBSはブレーブスに対する放映権料とは別にMLBに対していわ
ゆる「スーパーステーション税」を支払っていた）
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2007年2月12日、タイム・ワーナーと同じくアメリカの巨大メディア企業
であるリバティメディアとの間で、リバティメディアが保有するタイム・ワ
ーナー株式とブレーブスを交換することで交渉が成立、同年5月16日に
、オーナー会議でチーム譲渡が満場一致で承認された。評価額は4億
5000万ドル（約545億円）。



Miami Marlins
1993-2011 Florida Marlins  (Sun Life Stadium)
1999 投資家として成功していたジョン・W・ヘンリーが

チームを買収

2012 Miami Marlins  (Marlins Park)

マーリンズの経常利益はMLB30球団のうち1位である。
これは市場は小さいが、選手へ払う年俸も安い、更に総年俸が安いた
めにMLBから支給されるレベニュー・シェアリングや贅沢税の分配金
を多く獲得出来るからである。

「マーメイズ」というチアリーディング・チームがある。

これはMLB球団では唯一の存在である。
また新たに「マナティーズ」という太った男達による応援団も結成され
た。
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New York Mets
1962 NY Mets  (ナショナルリーグの球団拡張で誕生)

Metsとは1880年代に存在したNY Metropolitans
（Metropolitansとは都会人の意）

チームカラーのうち、黒とオレンジはジャイアンツ、青はド
ジャース（いずれも1957年までニューヨークに本拠地を置い
ていた）のチームカラーから

1969 Miracle Mets
優勝パレード当日の天気予報はニューヨークの天気を

「晴れ、ところにより紙吹雪」

ヤンキースとの対戦はサブウェイ・シリーズ
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Philadelphia Phillies
1883 Philadelphia Quakers

(当時スポーツ用品メーカーを経営していたアル・リーチと弁護士の
ジョン・ロジャースが、ナショナルリーグの新規参入球団募集の際、

前年に破綻したウースター・ルビーレッグスのフランチャイズ権を取得)

1890 Philadelphia Phillies

フィリー（Philly）は本拠地フィラデルフィアの略称およびフィラ
デルフィア市民の通称。ユニフォームは、赤を基調とした縦縞
で、左袖にも背番号がついている。この袖の背番号はフィリー
ズ独特のものである。

フィリーズは長年に渡って黒人選手の受け入れを拒んできた。

マスコットはフィリー・ファナティックという緑色の架空の生き物
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Washington Nationals
1969 Montreal Expos  (Olympic Stadium)
2005  Washington Nationals  (National Park)

Nationalsの愛称は南北戦争前の1859年にホワイトハウス
の職員を中心に結成されたワシントンD.C.最古の野球
チーム『ナショナル・ベース・ボール・クラブ』に由来する。
19世紀にはワシントンD.C.を本拠地とするいくつものプロ
野球の球団がこの愛称を用いたが、いずれも成績不振か
ら短命に終わってきた。

ナショナルリーグの現存15球団で唯一、リーグ優勝および
ワールドシリーズ進出を果たしたことの無いチームである
（前身のエクスポズを含む）
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Chicago Cubs
1871 Chicago White Stockings
1876 監督アルバート・スポルディング

(後にスポルティングはスポーツ用品メーカーである
スポルティング社を創立)

1889 Chicago Colts
1991 Chicago Ofans
1992 Chicago Cubs 
2003 ビリー･ゴートの呪い
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2003年のフロリダ・マーリンズとのナショナルリーグ・チャンピオンシップ（
NLCS）第6戦では、ワールドシリーズ進出まであとアウト5つまで迫りな
がら、ファウルボールを取ろうとしたファンの妨害が一因となり敗退。
これは、かつて山羊を連れて観戦しようとしたところ入場を拒否された｢
ビリー･ゴートの呪い｣ではないかと言われている。

ナイトゲームの試合
数が制限されるリグ
レー・フィールド
(Fenway Parkに次い
で二番目に古い)をホ
ームスタジアムとしな
がら安定した集客を
誇っている。



Cincinnati Reds
1882-89  Cincinnati Red Stocking  (全米最古の野球チーム)
1890-1953  Cincinnati Reds
1953-58  Cincinnati Red Legs

(ノースリーブのユニフォーム)
1958 Cincinnati Reds
1970年代 The Big Red Machine
1990 Nasty Boys

(ノーム・チャールトン、ロブ・ディブル、ランディ・マイヤーズ
の三人の速球派救援投手)

23

かつてはアメリカ最古のプロ球団であるレッズに敬意を表して、レッズは全球団に先駆
けて、必ず本拠地で開幕戦を行った。基本的には前年のナショナルリーグ優勝チーム（
レッズが優勝した翌年は任意に選択）と対戦し、同じ日に開幕する場合でも他の試合
は全てレッズの試合よりも遅く開始するのが習わしとなっていた。これを「トラディッショ
ナル・オープナー（Traditional Opener）」と呼んだ。



Milwaukee Brewers
1969 Seattle Pilots
1970 Milwaukee Brewers
現オーナーはマーク・アタナシオ

24

Brewerとは「醸造者」という意味
地元ミルウォーキーがビール醸造が盛んなため。

本拠地のミラー・パークは、地元創業のビール会社であ
るミラー社が命名権を持つ。
世界4番目の開閉式屋根付き球場。

ホームランが出ると外野スタンドに設置されたすべり台
から登場するマスコット「バーニー・ブルワー」



Pittsburgh Pirates
1882-90  Pittsburgh Alleghenies

(Alleghenyはピッツバーグ近郊に流れる河川名)
創設者のマックナイトは当初American Associationの代表

(他球団の契約を無視した強引な選手の引き抜きなど
が理由で1886年にリーグから追放処分)

1891  Pittsburgh Pirates

25



St. Louis Cardinals
1882 St. Louis Brown Stocking / Browns

(ブラウンストッキングスのフランチャイズ権は、ドイツ移民で地元セント
ルイスの名士であったクリス・フォン・デル・アーエに1800ドルで買い取
られた。

アーエは5年後の1882年に、セントルイス・ブラウンズとして新たに球
団を設立）

1899 St. Louis Perfects
(クリーブランド・スパイダーズを所有していたオーナー達によって、
チームが買収され、セントルイス・パーフェクトズに改名)

1900 St. Louis Cardinals
1953-96 Budweiser知られ、地元企業でもあるアンハイザー・

ブッシュ社がオーナー企業（現在はスポンサー）
26

しょうじゅうこうかんちょう

チーム名

ミズーリ州の州鳥であるショウジョウコウカンチョウのこと。
当時の選手たちが朱色のユニフォームを着用していたこと
から、地元紙記者が同じ色の州鳥にひっかけたことが由来



Arizona Diamondbacks
1998 Arizona Diamondbacks
2006 球団はチームカラーを赤へ変更すると発表。
ユニフォームが赤を基調としたデザインに変更された。

深い赤はアリゾナ州の景勝地として有名なセドナの赤い

岩を、ベージュはソノラ砂漠の砂をイメージしたもの。

また、これまでビジター用キャップに使用されていた、

ガラガラヘビがチーム名の頭文字"D"を象っているロゴ
マークが、ホーム用キャップに使用され、これまでホーム

用キャップで使用されていた"A"のロゴが赤基調に変更
されビジター用キャップに使用されることになった。

27



Colorado Rockies
1993 Colorado Rockies

チームとしてキリスト教信仰を重視している。

ロッカールームやトレーニングルームからは俗世的な雑
誌は排され、スポーツ雑誌等の他に聖書が置かれてい
る。

壁には聖書からの引用文などが掲げられ、日曜日には
チームで礼拝も行われる（任意参加)

標高1600mと高地にあり、
打球の飛びやすいクアーズ・フィールドを

本拠地としている。

28



Los Angeles Dodgers
1884  ブルックリン・アトランティックス
1885-87  ブルックリン・グレイス
1888-98  ブルックリン・ブライドグルームス/グルームス
1899-1910  ブルックリン・スーパーバス
1911-12  ブルックリン・トロリードジャース
1914-31  ブルックリン・ロビンス
1932-57  ブルックリン・ドジャース
1958 Los Angeles Dodgers
1977 監督：ウォルター・オルストン→ トミー・ラソーダ(-1996)
1997 オマリー会長が球団をフォックスグループへ売却

29

チーム名

ニューヨークのブルックリン地区に本拠地を置いていた
時代に、路面電車が極めて多かったブルックリンの住
人の呼び名「路面電車をよける(dodge)人たち」を表す
「トローリー・ドジャース」から



San Diego Padres
1969 San Diego Padres
1974 マクドナルドのレイ・クロックにより買収され、

サンディエゴにとどまることとなった

（1994年以降は、テキサス出身の実業家ジョン・
ムーアズがオーナーとなっている）

Padreとはスペイン語で神父を意味する言葉で、
サンディエゴの開拓者であるスペイン人の

フニペロ・セラ神父に因んでいる

30

マスコットの
「スウィンギング・フライアー」



San Francisco Giants
1882 ニューヨークの資産家ジョン・B・デイと、

ジム・マトリーによって創設

1883-84  ニューヨーク・ゴッサムズ
1885-1957  ニューヨーク・ジャイアンツ
1958 San Francisco Giants

本拠地のAT&Tパークでは、
ジャイアンツファンによる“BEAT LA”（ロサンゼルスを叩け!）
の合唱がいつも聞かれる。

チーム名の由来は、当時ゴサムズの監督を務めていたマトリーがフィラ
デルフィア・フィリーズとの試合での勝利に興奮し、ロッカーで「お前らが
大きく見える」と叫んだという説と、かつて2人の長身選手がいたからとい
う説がある。 31



Major League

32



Minor League (MiLB）

33

通常は北アメリカのプロ野球リーグの最高峰「メジャーリーグ
ベースボール」の傘下リーグとなっている「マイナーリーグベー
スボール」を意味する。

AAA（トリプルA ： 3A）
AA（ダブルA ： 2A）
アドバンスドA
クラスA
ショートシーズンA
ルーキー・アドバンスド
「ルーキーリーグ」 (最下位組織)

MLB所属チームは複数の階層のMiLB所属
チームと選手育成契約（Player Development 
Contract, PDC）を結び、その下部組織として
いる。
MiLB所属チームは契約したMLB所属チー
ムがドラフト及びカリブ海ドラフトで獲得した
選手の育成、故障選手の練習の場となるほ
か、独自に獲得した選手を育成してMLBに
供給する役割も担う。



34

Minor League (MiLB）
MiLB所属チームはほとんどが独立資本であり、本拠地を
置くアメリカやカナダの地方都市で地域密着型の独立採算
制の運営を行っている。

MLB所属チームと契約した選手の給料はそれぞれの契約
チームから支払われているものの、マイナー球団が独自に
獲得・契約した選手の給料やそれ以外の経営に必要な経
費は、自らの試合チケットやグッズ、広告枠の販売によって
得る収入からまかなわれるのが原則である。

アメリカで最初にこのシステムを導入したのはセントルイス
・カージナルスである。
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ハンバーガー・リーグ
40人ロースター（メジャー契約を結ぶ）枠に入っている選手を
除き、選手はマイナー契約を結んでプレーする。

マイナー契約選手の年俸水準はメジャーリーガーに比べて
相当に低い。

年俸の他は遠征の際に1日につき25ドルのミールマネー（食
事代）が支払われるだけである。

選手が毎日の食事にハンバーガー程度のものしか食べられ
ないということから「ハンバーガー・リーグ」という呼び方がさ
れている（メジャーリーグは対比して「ステーキ・リーグ」と呼
ばれる）。



傘下のマイナー (SOXの場合)

36

クラス チーム 参加リーグ 提携 本拠地

AAA シャーロット・ナイツ
Charlotte Knights

インターナショナルリーグ
International League 1999年 サウスカロライナ州フォートミル

ナイツ・スタジアム

AA バーミンガム・バロンズ
Birmingham Barons

サザンリーグ
Southern League 1986年 アラバマ州フーバー

レジオンス・パーク

A+ ウィンストンセイレム・ダッシュ
Winston-Salem Dash

カロライナリーグ
Carolina League 1997年 ノースカロライナ州ウィンストンセイレム

BB&Tボールパーク

A カナポリス・インティミデイターズ
Kannapolis Intimidators

サウス・アトランティックリーグ
South Atlantic League 2001年 ノースカロライナ州カナポリス

フィールドクレスト・キャノン・スタジアム

Rookie

ブリストル・ホワイトソックス
Bristol White Sox

アパラチアンリーグ
Appalachian League 1995年 バージニア州ブリストル

デヴォート・メモリアル・スタジアム

グレートフォールズ・ボイジャーズ
Great Falls Voyagers

パイオニアリーグ
Pioneer League 2003年 モンタナ州グレートフォールズ

センティーン・スタジアム

ドミニカン・サマーリーグ・ホワイトソックス
Dominican Summer League White Sox

ドミニカン・サマーリーグ
Dominican Summer League 1989年 ドミニカ共和国

シウダー・デ・ベイスボル



MLBのシーズン

37

４月～９月 レギラーシーズン 162試合
７月 オールスターゲーム
１０月 ポストシーズン

ディビジョンシリーズ進出決定戦
（ワイルドカードプレーオフ）

リーグチャンピオンシップシリーズ
ワールドシリーズ



2013 Regular Season Standings
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World Series



Commissioner
Allan Huber "Bud" Selig 
1969 ミルウｵーキーのオーナー就任
1998 コミッショナー就任

(MLBのコミッショナー史上初の
オーナー出身のコミッショナーとなる。)

２度の任期延長で

2014年まで

40



観客動員数

41

Citizen’s Bank Park  43,500
Yankee Stadium  52,325
Rangers Ball Park in Arlington  
49,115 

United Center  21,711
American Airlines Center  
19,200
American Airlines Arena  19,600



戦力均衡策
現在コミッショナーを務めているバド・セリグ・コミッショナーは、かつ
て収益や観客動員の少ないミルウォーキー・ブルワーズのオーナー
を長年務め、チームの経営難に苦慮した経験を持っていたため、コ
ミッショナーに就任して以来戦力均衡策の導入に積極的だった。

インターリーグ（交流戦）、プレーオフでのワイルドカード、年俸総額
が一定の額を超えたチームに課徴金（Luxury Tax、ぜいたく税）を課
す課徴金制度などを導入した。

また、サラリーキャップ制や収益の完全分配などを導入することも検
討されている。1965年に導入されていた完全ウェーバー制ドラフトな
どもあり、2001年以降ワールドシリーズの優勝チームが毎年入れ替
わっている。

ただし、所属選手の年俸総額を比較すれば各チームの戦力差に大
きな開きが明らかであり、制度を充実させても、補強に積極的なチー
ムとそうでないチームがあるとされている

42



収益分配制度
MLBの収益分配制度は2つある。
1つ目はBase Planと呼ばれるもので、各チームの純収入（総収入から球
場経費を除いた額）に20%課税し、各チームから集められた課税金の4
分の3が全チームに均等に分配され、4分の1が全チームの平均収入を
下回るチームに下回る額に比例して按分分配するという内容（スプリッ
ト・プール方式）である。1996年に導入され、その後、2002年8月に締結
された労使協定で、税率が34%で課税額の全てを全チームに均等分配
する内容（ストレート・プール方式）に改められた。

2つ目はCentral Fund Componentと呼ばれるもので、収入の高いチー
ムに課税して、一定の規則のもと収入の低いチームに再分配するという
内容（スプリット・プール方式）。

この制度の目的は、収入の低いチームにより多くの分配金を分配することで収
支を改善し、戦力均衡を促すことにあった。ところが、チームがポストシーズンに
進出できなくなると球団側は有力選手を放出し、チーム全体の年俸総額を下げ
て多額の分配金を受け取ることを画策するようになり、結果的に戦力の均衡は
達成できなかった。 43



テレビ放映権

MLBのテレビ放映権は、全国放送に限りMLB機構が管
轄し、ローカル放送は各チームがFOXスポーツネット
（FSN）に代表されるRegional Sports Network（RSN、ロー
カルスポーツ専門チャンネル）や地元放送局などと直接
契約を結んでいる。

チームの本拠地が大都市であれば収入が大きくなり、小
都市だと収入が少なくなるため、レギュラーシーズン・ポ
ストシーズン全試合の放映権を管轄しているNFLとは違
い、チームによって放映権料収入は大きく異なる。

44



テレビ放映権

従来、全国放送はESPN（レギュラーシーズン。
2005年までの6年間8億5,100万ドル）とFOX（ポストシーズンなど。
2006年までの6年間25億ドル）の2社が契約していた。

ESPNとは2005年9月、2006年から8年間23億6,800万ドルの新契約に
こぎつけたものの、FOXはMLBの視聴率低下によって広告収入が放
映権料を下回ったとして値下げを主張、交渉は難航していた。

ESPNは主にレギュラーシーズンの平日および日曜夜の試合を中継す
る。

2006年7月11日、FOXおよびTBSとの間に契約が成立した。
放映権料は2007年からの7年間で2社合計で約30億ドル（FOX18億ド
ル・TBS5億ドルという報道もある。

45



日本での放送
日本向け放映権は電通が2004年から6年間2億7500万ドルで契約。テレビ放送では、日本放送協会（NHK）・TBSテレビ（TBS）・フジテレ
ビジョンで放送している。2008年まではスカパーJSAT（スカパー!、スカパー!e2）、モバHO!でも放送していた。

NHK・TBS・フジテレビは日本人選手が出場する予定の試合やオールスターゲーム・ポストシーズンを中心に生中継など行っている。当
初は地上波では上記3局で月ごとのローテーションを決めていたが、その後週単位のローテーションに変更された。大抵系列BSでの中
継であり、特にNHK BSでの中継本数が多く、BSデジタル放送受信世帯数を押し上げる要因のひとつにもなっている。注目カードは地
上波で中継される場合もある。2006年のワールドシリーズはフジテレビでダイジェストとして放送された。また、メジャーリーグ開幕戦を
日本の東京ドームにて開催する場合は日本テレビが中継を担当していた（年度によってはフジテレビで中継する場合もある。）。

スカパー!ではスカチャン（旧パーフェクト・チョイス）にて500〜600試合の生中継に加えて再放送を行っていた。スカパー!e2では、スカ
チャン（旧スカチャン!）にて毎日1・2試合程度生中継を行っていた。2006-2007年はJ sports Plus（現J SPORTS 4）でも中継を行っていた
（2007年は月曜夜に1試合録画中継）。

2007年4月、モバイル放送（モバHO!）がモバイル放送権を獲得、同年5月より「チャンネルONE」（映像協力・スカパー!）で原則毎日1試
合放送していた。また、同年7月より2008年9月まで「モバイル.n」（映像協力・NHK）で月2試合程度放送していた。

2009年、電通は2015年までの契約延長に合意した。新しい契約では、NHK、TBS、フジテレビに加えて、テレビ朝日、テレビ東京、J 
SPORTSでも放送されることになった[33]。一方、民放キー局のうち日本テレビだけは放映権を獲得せず、試合映像の配信も受けていな
い。

J SPORTSについては、CS放送の独占放映権に加えて、BS放送（2011年10月よりJ SPORTS 1・2を放送開始、2012年3月よりJ SPORTS 
3・4を放送開始）の放映権（非独占）も獲得、同年6月より放送を開始している。

ラジオ放送では、ニッポン放送が1996年頃より独占放送権を持ち、「メジャーリーグ中継」を通常番組を休止して中継したり、通常番組内
で日本人選手登板部分のみの中継を行っている。

46



チームの資産価値
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合計年俸 平均保証年俸
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最低保証年俸
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選手の年俸
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チームの年俸
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贅沢税
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トレード

53

7月31日（アメリカ東部時間16:00）がメジャー契約（40人枠
内）選手をウェーバー公示無しでトレードできる期限日時と
なる。

8月以降のレギュラーシーズン期間もトレードは可能だが、
その際メジャー契約の選手を放出する場合は事前にウェー
バーを通過させる必要がある。

なお、マイナー契約の選手は前述の期限にかかわらずトレ
ードが可能である。



セプテンバー・コールアップ

54

9月1日は『セプテンバー・コールアップ』と呼ばれ、アクティブ・ロースタ
ーが25人から40人に拡大され、より多くの選手を公式戦に出場させら
れるようになる。
ただし、8月31日の時点で当該チームの25人枠に登録されていないとプ
レーオフには出場できない（故障者リスト入りしていた選手は除く。その
場合、40人枠の選手を故障者リスト入りした選手と入れ替えでプレーオ
フのロースターに登録可能）。

プレーオフ進出の可能性があるチームはプレーオフに備えて戦力をさ
らに充実させるため、期限ギリギリまで下位に沈むチームから主力級
選手の引き抜きを行い、下位のチームはその見返りに金銭や若手有
望選手（プロスペクト）を受け取っている。
そのため、特に7月31日直前には大物選手の駆け込みトレードが頻繁
に成立する。

この駆け込みトレードを『フラッグシップ・ディール』と呼ぶ。また、下位の
チームが主力選手を多数放出することを『ファイヤーセール』と呼ぶ。

この駆け込みトレードは双方にメリット、デメリットがある。プレーオフを目指すチー
ムにとっては容易に即戦力選手を獲得できるメリットがある。

一方で、このようなトレードで移籍する主力選手は契約年俸が高額であったり、シ
ーズンオフにはFAとなるような選手が多く、また交換要員に要求されるのは若手
有望株の選手であることが多いため、高コストの即戦力選手を短期間保有するた
めに将来性豊かな選手を失うというリスクを孕んでいる。下位のチームは、シーズ
ンオフにFAで保有権を失う前にその主力選手をトレード要員として利用し、見返り
を得ようと動く。

選手にかかる人件費を減らした上に安価な若手有望選手や金銭を獲得できるとい
うメリットがある。

しかし獲得した若手選手が評判通り活躍する選手にまで成長するかは未知数であ
る。
トレードは基本的に球団の意思により行われるが、メジャーリーグ在籍10年以上、
且つ現所属球団在籍5年以上の選手にはトレード拒否権が与えられる（ロースター
25人枠未登録期間が1シーズンのうち20日以内の場合、1年在籍とみなされる）。
選手と球団の契約で盛り込むことも可能である。権利保有選手が拒否権を破棄し
ない限りはトレードを行うことはできない。



たとえば
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ドラフト

56

毎年6月上旬に開催され、アメリカ合衆国、合衆国領プエ
ルトリコ、カナダの高校・短大・大学および独立リーグに在
籍する選手（外国籍含む）を対象にしている。
ルール・フォー・ドラフト（MLB規約の第4条に規定されてい
ることに由来）、ファースト・イヤーとも呼ばれる。
なお大学生は3年修了（見込み）の選手もドラフト対象とな
る。

あくまで戦力の均衡が目的であるため完全ウェーバー制を
採用しており、
指名重複（抽選）や自由獲得枠などは無い。



ドラフトの歴史
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メジャーリーグのドラフト制度は1965年に導入された。
豊富な資金力を背景に圧倒的な強さを誇っていたニューヨーク・ヤンキー
スにそれ以上戦力が偏りすぎるのを防ぐためであった。
この結果、ヤンキースは1964年以降10年以上もリーグ優勝から遠ざかる
こととなり、この制度の成果は如実に現れた。
さらに1969年からはプレーオフ（2地区制）が導入され、1972年からのオー
クランド・アスレチックスワールドシリーズ3連覇まで毎年違うチームがワ
ールドチャンピオンとなっている。
だが、1960年代後半以降、代理人制度が認められるとドラフト指名された
有望選手にも代理人がつくようになり、契約金の高騰が起こっている。

このため、資金力に劣るチームは指名順位が高くても目玉選手を指名で
きず、指名順位が低いにもかかわらず資金力のあるチームがその選手を
獲得できてしまう問題も発生している。

そのため、代理人が選手に有利な契約を結ばせる目的で極端に契約交
渉を長引かせることを防ぐために、独占交渉権の期限を設けるなど対策
をとっている



ルール・ファイブ・ドラフト
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有望選手が十分な活躍の場を与えられずにマイナーリーグで半ば飼い
殺し状態になることを防ぐ目的で、他チームの所属選手を指名し獲得
できる制度である。名称の由来はMLB規約の第5条に規定されている
ことから。

毎年12月のウィンター・ミーティング最終日に行われる。メジャーの40人
ロースター（選手登録枠）に空きがあるチームのみ参加可能で、その年
の優先権のあるリーグでレギュラーシーズン勝率の低いチームから指
名権が与えられる。優先リーグは毎年交互に入れ替わる。

制度の悪用による過剰な引き抜きを防止するため、以下のような規定
が設けられている。



ドラフト規定
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ロースターによる制限
メジャーの40人ロースターに登録されている選手は指名できない。つまり、マイナー契約の選手のみ指
名できる。このため、ルール・ファイブ・ドラフト期日前になると多くのチームがロースターの再編成（指名
されたくない自軍選手とメジャー契約を結んで40人ロースターに登録し、代わりに何人かをDFAなどに
する）を行なう傾向がある。
在籍年数による制限
18歳以下で入団した選手のうち、ルール・ファイブ・ドラフト実施日の時点で在籍年数5年未満の選手は
指名できない。19歳以上で入団した選手のうち、ルール・ファイブ・ドラフト実施日の時点で在籍年数4年
未満の選手は指名できない。
メジャーリーグ・フェイズ
AAAから指名した場合は、相手チームに50,000ドルを支払わなければならない。また、指名した選手は
来シーズン全期間メジャーの25人ロースターに登録しなければならない。つまり、シーズン終了まで25
人ロースターから外すことは許されない（ただし、故障者リスト登録は可）。故障者リストに登録せず25人
ロースターから外す場合は、速やかに元のチームへ選手を返還し、選手を返還されたチームは25,000ド
ルを払い戻さなければならない。ただし、返還先のチームが選手の返還を望まない場合はウェーバー
公示され、第三者のチームが獲得できる。ただし、第三者のチームがウェーバーで獲得した場合も上記
の規定が適用される。
マイナーリーグ・フェイズ
AAのチームから指名した場合は相手チームに12,000ドルを、A以下から指名した場合には相手チーム
に4,000ドルを支払わなければならない。AAからの指名の場合は必ずAAAの、A以下からの場合は必
ずAAのロースターにシーズン開幕時には登録しなければならない。ただし、途中でそれぞれのロースタ
ーから外れてもかまわない。



2012ドラフト
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国際化 NYYの場合
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投手

捕手



国際化 NYYの場合
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内野手 外野手



国際化 Bostonの場合
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投手



国際化 Bostonの場合
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捕手



国際化 NYYの場合
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内野手 外野手



ポスティング‐システム (posting system) 
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「入札制度」の意味
1998年に調印された「日米間選手契約に関する協定」により創設。

日本の球団に所属するプロ野球選手が、米国メジャーリーグへ移籍
するための制度の一つ。
日本で所属する球団の許可を得た選手のみが対象となる。

選手の獲得を望む米球団が移籍金額を入札し、選手の所属球団が
受諾すると、米球団は選手との独占交渉権を獲得する。

選手との契約が成立すると、米球団は選手を手放した球団に落札額
を支払う。選手に移籍先を選ぶ自由はない。

FA選手獲得と違う点としては、ドラフト指名権の譲渡義務が無いこと
と、入札金はぜいたく税の対象にならない点が挙げられ、テリー・フラ
ンコーナは同制度での松坂大輔獲得について「ダイスケを獲得できて
よかった。なぜなら我々は誰も失いはしなかったからだ」と語っている。



導入の経緯
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導入のきっかけは、野茂英雄が近鉄バファローズを退団したときの一
連の出来事による。1995年に、FAではなかった野茂は、形式上日本プ
ロ野球から任意引退し、ロサンゼルス・ドジャースと契約を結んだ。

任意引退を行った選手が他の日本球団と選手契約について交渉する
際には、引退時に所属した球団の承諾を得なければならなかったが、「
日米間選手契約に関する協定」の成立前において、メジャーリーグの球
団が日本での最終所属球団の承諾を得ることが強制されていなかった
ことによる。

また1996年には、FAではなかった伊良部秀輝が当時の所属球団である
ロッテに対し、ニューヨーク・ヤンキースへの移籍を強く主張。

結果、サンディエゴ・パドレスへのトレードを経て、ヤンキースへの移籍
を実現させた（伊良部メジャーリーグ移籍騒動）。この際にメジャーリー
グ側から球団間での獲得機会均等を実現する制度の要求があり、ポス
ティング制度の確立に繋がっている。



入札があり選手契約に至ったポスティング
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年度 選手 日本での所属球団 落札球団 落札金額

1998年 アレファンドロ・ケサダ 広島東洋カープ シンシナティ・レッズ 40万0001ドル

2000年 イチロー
オリックス・ブルーウェー
ブ

シアトル・マリナーズ 1312万5000ドル

2001年 石井一久 ヤクルトスワローズ
ロサンゼルス・ドジャー
ス

1126万4055ドル

2002年 ラモン・ラミーレス 広島東洋カープ
ニューヨーク・ヤンキー
ス

30万0050ドル

2003年 大塚晶文 中日ドラゴンズ サンディエゴ・パドレス 30万0000ドル

2004年 中村紀洋 オリックス・バファローズ
ロサンゼルス・ドジャー
ス

非公表

2005年 森慎二 西武ライオンズ
タンパベイ・デビルレイ
ズ

75万0000ドル

2006年

松坂大輔 西武ライオンズ ボストン・レッドソックス
5111万1111ドル11セ
ント

岩村明憲 東京ヤクルトスワローズ
タンパベイ・デビルレイ
ズ

450万0000ドル

井川慶 阪神タイガース
ニューヨーク・ヤンキー
ス

2600万0194ドル

2010年 西岡剛 千葉ロッテマリーンズ ミネソタ・ツインズ 532万9000ドル

2011年
青木宣親 東京ヤクルトスワローズ

ミルウォーキー・ブル
ワーズ

250万0000ドル

ダルビッシュ有
北海道日本ハムファイ
ターズ

テキサス・レンジャーズ 5170万3411ドル



入札はあったが選手契約に至らなかったポスティング

69

年度 選手 日本での所属球団 落札球団 落札金額 その後

2010年 岩隈久志
東北楽天ゴールデン
イーグルス

オークランド・アスレ
チックス

1910万ドル 楽天と再契約

2011年 中島裕之 埼玉西武ライオンズ
ニューヨーク・ヤン
キース

250万ドル 西武と再契約



入札がなかったポスティング
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年度 選手 日本での所属球団 その後

1998年 ティモニエル・ペレス 広島東洋カープ 広島と再契約

2002年 大塚晶文 大阪近鉄バファローズ
近鉄と再契約後、中日へ金銭
トレード

2005年 入来祐作 北海道日本ハムファイターズ 自由契約となり、メッツと契約

2008年
三井浩二

埼玉西武ライオンズ
再手続き

三井浩二 西武と再契約

2011年 真田裕貴 横浜DeNAベイスターズ 自由契約となり、巨人と契約



その他の国の場合
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韓国野球委員会でもポスティングが認められているが、資
格が与えられるのは一軍で7シーズン以上プレーした選手に
限られている。

手続きは日本の制度とほぼ同じで、該当選手獲得を望む
海外球団は韓国野球委員会に身分照会した後に入札額を
提示。その後、該当選手の所属球団が最高額を提示した球
団に優先交渉権を与えるか否かを決める。

年度 選手 韓国での所属球団 落札球団 落札金額 備考

1998年 李尚勲 LGツインズ 非公表
65万0000ドル00

セント
選手契約に至
らず

2002年 陳弼重 LGツインズ 非公表
2万5000ドル00

セント
選手契約に至
らず

2002年 林昌勇 三星ライオンズ 非公表
65万0000ドル00

セント
選手契約に至
らず

2009年 崔香男 ロッテジャイアンツ セントルイス 101ドル00セント

2012年 柳賢振 ハンファ・イーグルス
ロサンゼルス・ド
ジャース

2573万7737ドル
33セント



新しいポスティングシステム
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日本野球機構（ＮＰＢ）は９日、米大リーグ機構（ＭＬＢ）との
間で基本合意している新しいポスティングシステムについて
、事務レベルの協議が終了したと発表した。

日本の球団が設定した移籍金（上限２０００万ドル＝約２０
億円）に応じる全球団に交渉権が与えられる。


